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平成２７年度 串間市立金谷小学校 学校関係者評価書 №１

目指す 学校の自己評価コメント 自己 学校関係者評価コメント 関係者

児童の姿 評定 評 価

自分の体力 体力テスト判定結果（25名中）体力テスト判定結果（25名中）体力テスト判定結果（25名中）体力テスト判定結果（25名中） 体力テストの結果について体力テストの結果について体力テストの結果について体力テストの結果について

体 に関心をもち A:9名 B:8名 C:5名 D:3名 E:0名A:9名 B:8名 C:5名 D:3名 E:0名A:9名 B:8名 C:5名 D:3名 E:0名A:9名 B:8名 C:5名 D:3名 E:0名 は、前年度と同様に上学年とは、前年度と同様に上学年とは、前年度と同様に上学年とは、前年度と同様に上学年と

力 目標を立てて A判定は前年度の13名から9名へと 下学年が共に外遊びをする小下学年が共に外遊びをする小下学年が共に外遊びをする小下学年が共に外遊びをする小

の 体力を向上し 減少しましたが、A･B両判定合わせ 規模校ならではの環境や学校規模校ならではの環境や学校規模校ならではの環境や学校規模校ならではの環境や学校

向 ようとする子 ると全校児童の65％となり、概ね良 の取組により、良い結果が出の取組により、良い結果が出の取組により、良い結果が出の取組により、良い結果が出

上 ども 好な結果を残していると言えます。 3.13.13.13.1 ていると思われる。ていると思われる。ていると思われる。ていると思われる。 3.33.33.33.3

と ただD判定も3名おり、体力の二極化 Ａ・Ｂ判定が全校の60％をＡ・Ｂ判定が全校の60％をＡ・Ｂ判定が全校の60％をＡ・Ｂ判定が全校の60％を

安 傾向は本校にも窺えます。水泳指導 占めているが、Ｄ判定の児童占めているが、Ｄ判定の児童占めているが、Ｄ判定の児童占めているが、Ｄ判定の児童

全 や持久走、なわとび練習の充実の継 をＣ判定に近づけるように指をＣ判定に近づけるように指をＣ判定に近づけるように指をＣ判定に近づけるように指

教 続をしつつ、マット、鉄棒等の器械 導をお願いしたい。導をお願いしたい。導をお願いしたい。導をお願いしたい。

育 運動にも取組の工夫を行いながら課

の 題である柔軟性、走力の向上を目

推 指していきたいと考えます。

進

自己管理能 午後10時前就寝～87％午後10時前就寝～87％午後10時前就寝～87％午後10時前就寝～87％ 前年度からの指導により、前年度からの指導により、前年度からの指導により、前年度からの指導により、

力や健康的な 毎日の朝食摂取～98％毎日の朝食摂取～98％毎日の朝食摂取～98％毎日の朝食摂取～98％ 大きな成果が見られる。ただ大きな成果が見られる。ただ大きな成果が見られる。ただ大きな成果が見られる。ただ

生活習慣を身 上記2項目については、到達目標 し100％に到達するためには、し100％に到達するためには、し100％に到達するためには、し100％に到達するためには、

に付けた子ど を100％と設定していました。毎月 家庭での努力が必要であると家庭での努力が必要であると家庭での努力が必要であると家庭での努力が必要であると

も のｴﾁｹｯﾄﾁｪｯｸ週間での結果をもと 考える。考える。考える。考える。

に、学級担任の個別指導や養護教 2.8 3.32.8 3.32.8 3.32.8 3.3

諭による睡眠、朝食の大切さにつ

いての全体指導を行ってきました。

ただ、諸事情により、整った生活

リズムを継続できない児童も見ら

れました。

全員出席日～70％（124日/177日）全員出席日～70％（124日/177日）全員出席日～70％（124日/177日）全員出席日～70％（124日/177日） 全員出席については、イン全員出席については、イン全員出席については、イン全員出席については、イン

上記項目については、到達目標 フルエンザ等の感染症の場合フルエンザ等の感染症の場合フルエンザ等の感染症の場合フルエンザ等の感染症の場合

を80％と設定していました。傾向 は防ぐのが難しいので、やむは防ぐのが難しいので、やむは防ぐのが難しいので、やむは防ぐのが難しいので、やむ

として胃腸炎、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ等の感染 を得ないと考えられる。学校を得ないと考えられる。学校を得ないと考えられる。学校を得ないと考えられる。学校

症での欠席、出席停止が10月、1･2 2.82.82.82.8 や家庭での二次感染に留意すや家庭での二次感染に留意すや家庭での二次感染に留意すや家庭での二次感染に留意す 3.03.03.03.0

月に多く見られました。大流行に るなどの対応・対策をお願いるなどの対応・対策をお願いるなどの対応・対策をお願いるなどの対応・対策をお願い

は至りませんでしたが、対応・対 したい。また、発熱しているしたい。また、発熱しているしたい。また、発熱しているしたい。また、発熱している

策を今後も万全にしていきたいと 状態で児童が無理に登校する状態で児童が無理に登校する状態で児童が無理に登校する状態で児童が無理に登校する

考えます。年間を通して無欠席の ような事態は避けるように、ような事態は避けるように、ような事態は避けるように、ような事態は避けるように、

児童も８名いました。 学校でも指導を考えてほしい学校でも指導を考えてほしい学校でも指導を考えてほしい学校でも指導を考えてほしい。。。。

むしば治療率～75％むしば治療率～75％むしば治療率～75％むしば治療率～75％ 学校での指導の成果がうか学校での指導の成果がうか学校での指導の成果がうか学校での指導の成果がうか

上記項目については、到達目標 がえる。むし歯は家庭におけがえる。むし歯は家庭におけがえる。むし歯は家庭におけがえる。むし歯は家庭におけ

を70％と設定していました。健康 る生活習慣の問題でもあるのる生活習慣の問題でもあるのる生活習慣の問題でもあるのる生活習慣の問題でもあるの

診断結果をもとに長期休業前に繰 4.04.04.04.0 で、予防、治療に対する保護で、予防、治療に対する保護で、予防、治療に対する保護で、予防、治療に対する保護 3.53.53.53.5

り返し治療勧告を行ったことで治 者への一層の啓発をお願いし者への一層の啓発をお願いし者への一層の啓発をお願いし者への一層の啓発をお願いし

療率が向上しました。また、個別 たい。たい。たい。たい。

の声かけや保健だよりなどで保護

者への啓発も積極的に行いました。



2

平成２７年度 串間市立金谷小学校 学校関係者評価書 №２

目指す 学校の自己評価コメント 自己 学校関係者評価コメント 関係者

児童の姿 評定 評 価

正しい言葉 元気のよいあいさつができる元気のよいあいさつができる元気のよいあいさつができる元気のよいあいさつができる 児童は自分が知っている人児童は自分が知っている人児童は自分が知っている人児童は自分が知っている人

基 遣いや元気な 昨年度からの課題として「進ん に対しては元気のよいあいさに対しては元気のよいあいさに対しては元気のよいあいさに対しては元気のよいあいさ

本 声で進んであ で、どこでも」を目標として、様 つができているが、地域の人つができているが、地域の人つができているが、地域の人つができているが、地域の人

的 いさつができ 々な場面での自己表現に取り組ん からは「あいさつしてくれるからは「あいさつしてくれるからは「あいさつしてくれるからは「あいさつしてくれる

な きまり正しい できました。その結果、あいさつ 3.13.13.13.1 子どもは少ない」と聞いてお子どもは少ない」と聞いてお子どもは少ない」と聞いてお子どもは少ない」と聞いてお 2.82.82.82.8

生 生活が送れる については児童・保護者の自己評 りりりり、、、、実際にそのように感じる実際にそのように感じる実際にそのように感じる実際にそのように感じる。。。。

活 子ども 価の集計結果でもポイントが高く 地域の人へのあいさつの励地域の人へのあいさつの励地域の人へのあいさつの励地域の人へのあいさつの励

習 なり、職員も児童が地域でも積極 行について、取り組んでほし行について、取り組んでほし行について、取り組んでほし行について、取り組んでほし

慣 的にあいさつができるようになっ い。い。い。い。

の てきていると感じています。

定

着 学校のきまりを意識して守る学校のきまりを意識して守る学校のきまりを意識して守る学校のきまりを意識して守る 学校のきまりはきちんと守学校のきまりはきちんと守学校のきまりはきちんと守学校のきまりはきちんと守

と 全体的に、児童は学校のきまり れていることが、学校生活にれていることが、学校生活にれていることが、学校生活にれていることが、学校生活に

豊 をきちんと守って、安全な生活を 関するアンケート結果からも関するアンケート結果からも関するアンケート結果からも関するアンケート結果からも

か 送ることができています。ただ、 うかがえる。うかがえる。うかがえる。うかがえる。

な 年度当初に普段の通学路ではない 3.03.03.03.0 今後も指導をお願いしたい今後も指導をお願いしたい今後も指導をお願いしたい今後も指導をお願いしたい。。。。 3.53.53.53.5

心 道を通っての登下校が見られたこ

の とや暑い時期に子どもだけで海の

育 近くで遊んでいたことがあり、安

成 全指導を行ったことがありました。

事故ゼロ非行ゼロ不登校ゼロ事故ゼロ非行ゼロ不登校ゼロ事故ゼロ非行ゼロ不登校ゼロ事故ゼロ非行ゼロ不登校ゼロ 事故等はないが、事故につ事故等はないが、事故につ事故等はないが、事故につ事故等はないが、事故につ

本年度も事故、大きな問題行動や ながる可能性のある行動は、ながる可能性のある行動は、ながる可能性のある行動は、ながる可能性のある行動は、

不登校傾向の児童は見られません。 下校後にあると考える。下校後にあると考える。下校後にあると考える。下校後にあると考える。

家庭の協力、地域の方、関係機関の また、自転車に乗る際の交また、自転車に乗る際の交また、自転車に乗る際の交また、自転車に乗る際の交

方々の見守りがあってこそであると 通ルールや乗り方にも問題が通ルールや乗り方にも問題が通ルールや乗り方にも問題が通ルールや乗り方にも問題が

考えます。１学期に通学路が大型ト 見受けられ、指導をしたこと見受けられ、指導をしたこと見受けられ、指導をしたこと見受けられ、指導をしたこと

ラックの運行経路になった時期があ 3.73.73.73.7 もある。もある。もある。もある。 3.73.73.73.7

りましたが、すぐに対応していただ そのことについて保護者へそのことについて保護者へそのことについて保護者へそのことについて保護者へ

きました。学校では水曜日の集団下 の周知を図るとともに、福島の周知を図るとともに、福島の周知を図るとともに、福島の周知を図るとともに、福島

校にはその時々の状況に応じて随時 中への自転車通学を見据えて中への自転車通学を見据えて中への自転車通学を見据えて中への自転車通学を見据えて、、、、

安全指導を行うとともに、教育相談 高学年に対する自転車の乗り高学年に対する自転車の乗り高学年に対する自転車の乗り高学年に対する自転車の乗り

を毎月実施し、一人一人と向き合う 方の指導を工夫してほしい。方の指導を工夫してほしい。方の指導を工夫してほしい。方の指導を工夫してほしい。

時間を大切にしてきました。

整理整頓や 掃除やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動への取組掃除やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動への取組掃除やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動への取組掃除やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動への取組 学校内を掃除することは、学校内を掃除することは、学校内を掃除することは、学校内を掃除することは、

進んでボラン 毎朝、中庭や運動場の清掃等のﾎﾞ 当たり前のことである。当た当たり前のことである。当た当たり前のことである。当た当たり前のことである。当た

ティア活動が ﾗﾝﾃｨｱ活動に取り組んでいますが、 り前のことができるように、り前のことができるように、り前のことができるように、り前のことができるように、

できる子ども 主体性、積極性という点からすると また、これまでの体験活動等また、これまでの体験活動等また、これまでの体験活動等また、これまでの体験活動等

もう一がんばりといったところで 2.72.72.72.7 が生かされるように、今後もが生かされるように、今後もが生かされるように、今後もが生かされるように、今後も 2.82.82.82.8

す。1､2年生が意欲的に取り組む姿 指導をお願いしたい。指導をお願いしたい。指導をお願いしたい。指導をお願いしたい。

が見られました。職員の取組の在り

方についても意見交換しながら、改

善を図っていきたいと考えます。
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平成２７年度 串間市立金谷小学校 学校関係者評価書 №3

目指す 学校の自己評価コメント 自己 学校関係者評価コメント 関係者

児童の姿 評定 評 価

｜ さまざまな 友だち、他の人とのかかわり友だち、他の人とのかかわり友だち、他の人とのかかわり友だち、他の人とのかかわり 小規模校から多人数の中学小規模校から多人数の中学小規模校から多人数の中学小規模校から多人数の中学

続 集団に進んで 本校は小規模学校であるため異学 校に進学すると、友人関係等校に進学すると、友人関係等校に進学すると、友人関係等校に進学すると、友人関係等

き かかわる子ど 年交流の場面が数多くあり、本年度 において、いろいろとあるのにおいて、いろいろとあるのにおいて、いろいろとあるのにおいて、いろいろとあるの

｜ も も、学年を越えて友達と仲良くかか ではないかと思われる。ではないかと思われる。ではないかと思われる。ではないかと思われる。

豊 わる姿が見られました。また、有明 知らない人にかかわること知らない人にかかわること知らない人にかかわること知らない人にかかわること

か 小学校など、他校との交流も実施し 3.43.43.43.4 が苦手な児童が多いので、学が苦手な児童が多いので、学が苦手な児童が多いので、学が苦手な児童が多いので、学 3.73.73.73.7

な ましたが、今後は、新しい串間中学 校での取組やスポーツでの交校での取組やスポーツでの交校での取組やスポーツでの交校での取組やスポーツでの交

心 校への入学を見据えて、いろいろな 流等の機会を増やしてほしい流等の機会を増やしてほしい流等の機会を増やしてほしい流等の機会を増やしてほしい。。。。

の 形の小学校間連携を工夫し、より多

育 くの友達とかかわる場面を模索して

成 いきたいと考えます。

進んで学習 市学力調査（ＣＲＴ）平均得点率市学力調査（ＣＲＴ）平均得点率市学力調査（ＣＲＴ）平均得点率市学力調査（ＣＲＴ）平均得点率 少人数学級であるがゆえの少人数学級であるがゆえの少人数学級であるがゆえの少人数学級であるがゆえの

基 に取り組み、 全国比（全国を１００として）全国比（全国を１００として）全国比（全国を１００として）全国比（全国を１００として） 競争心の薄さという点もある競争心の薄さという点もある競争心の薄さという点もある競争心の薄さという点もある

礎 根気強く課題 国語：下学年１１０ 上学年 ９１国語：下学年１１０ 上学年 ９１国語：下学年１１０ 上学年 ９１国語：下学年１１０ 上学年 ９１ が、一人一人に向けての指導が、一人一人に向けての指導が、一人一人に向けての指導が、一人一人に向けての指導

基 に取り組む子 算数：下学年１１４ 上学年１０７算数：下学年１１４ 上学年１０７算数：下学年１１４ 上学年１０７算数：下学年１１４ 上学年１０７ が十分に行えるよさを生かしが十分に行えるよさを生かしが十分に行えるよさを生かしが十分に行えるよさを生かし、、、、

本 ども 上記は、１月に実施した市学力 学力調査のそれぞれの結果や学力調査のそれぞれの結果や学力調査のそれぞれの結果や学力調査のそれぞれの結果や

の 調査の結果です。学年が上がるに 個人差に対応しながら、学力個人差に対応しながら、学力個人差に対応しながら、学力個人差に対応しながら、学力

定 つれて問題の難易度も上がります を上げる指導の努力をさらにを上げる指導の努力をさらにを上げる指導の努力をさらにを上げる指導の努力をさらに

着 が、上学年の国語の結果について お願いしたい。お願いしたい。お願いしたい。お願いしたい。

と は、特に結果分析等を十分に行い

学 ながら、手立てを講じていきたい 2.5 2.82.5 2.82.5 2.82.5 2.8

力 と考えます。また、ある学年にお

の いては算数でも同様の取組をする

向 必要があるととらえています。

上 国語・算数は、３年生以上は複

式指導で授業を行っています。授

業における指導方法の改善や家庭

学習における課題の出し方、取り

組ませ方、個別指導の時間の確保

等が本校の学力向上に向けての課

題であると考えます。

友達の考え 「進んで伝える」児童の育成「進んで伝える」児童の育成「進んで伝える」児童の育成「進んで伝える」児童の育成 少人数の学校生活のため、少人数の学校生活のため、少人数の学校生活のため、少人数の学校生活のため、

に反応し、自 本年度も「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の向上」 コミュニケーションに不安がコミュニケーションに不安がコミュニケーションに不安がコミュニケーションに不安が

分の考えを表 をテーマとした校内研究を継続して る。知らない人の前でも考える。知らない人の前でも考える。知らない人の前でも考える。知らない人の前でも考え

現できる子ど きました。その成果として、あいさ えを伝えられるような子どもえを伝えられるような子どもえを伝えられるような子どもえを伝えられるような子ども

も つの項目でも述べたように人前で積 に育ってほしい。に育ってほしい。に育ってほしい。に育ってほしい。

極的に自分の考えを伝えようとする 3.1 3.33.1 3.33.1 3.33.1 3.3

児童が多く見られるようになりまし

た。また、文章表現力の向上につい

ても取り組み、児童の作文や俳句が

各種コンクールでの入賞や新聞掲載

を果たし、そのことが児童の自信や

意欲につながっていると考えます。
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目指す 学校の自己評価コメント 自己 学校関係者評価コメント 関係者

児童の姿 評定 評 価

進んで本に 年間読書冊数 低50・中60・高70冊年間読書冊数 低50・中60・高70冊年間読書冊数 低50・中60・高70冊年間読書冊数 低50・中60・高70冊 指導の成果を大いに評価で指導の成果を大いに評価で指導の成果を大いに評価で指導の成果を大いに評価で

｜ 親しむ子ども ～目標達成率100％～目標達成率100％～目標達成率100％～目標達成率100％ きる。きる。きる。きる。

続 読書ビンゴ、読書マラソン等、

き 図書担当の指導の工夫や市立図書

｜ 館との連携により、すべての児童

学 が年間読書冊数目標に到達するこ

力 とができました。 3.2 4.03.2 4.03.2 4.03.2 4.0

の ただ「学校に関するｱﾝｹｰﾄ」集計

向 結果では「家庭での読書」の項目

上 において、児童、保護者とも評価

が低い状況が見られました。家庭

でも読書に親しむ取組を工夫して

いく必要があると考えます。

ふ る さ と 地域の素材や人材を生かした体験地域の素材や人材を生かした体験地域の素材や人材を生かした体験地域の素材や人材を生かした体験 学校のホームページで取組学校のホームページで取組学校のホームページで取組学校のホームページで取組

「金谷」に誇 的な活動の学期２回以上の実施的な活動の学期２回以上の実施的な活動の学期２回以上の実施的な活動の学期２回以上の実施 を見ているが、すばらしいとを見ているが、すばらしいとを見ているが、すばらしいとを見ているが、すばらしいと

地 りをもち、積 各教科等の授業や学校行事等にお 感じる。次年度も継続して、感じる。次年度も継続して、感じる。次年度も継続して、感じる。次年度も継続して、

域 極的にかかわ いて、地域の方にご協力いただきな 活動を展開してほしい。活動を展開してほしい。活動を展開してほしい。活動を展開してほしい。

に り、地域のこ がらの学習活動に数多く取り組んで 3.0 3.73.0 3.73.0 3.73.0 3.7

根 とを学ぼうと きました。また、「浜っ子応援隊」

ざ する子ども の活動においても、保護者の方のご

し 協力で、児童はたくさんの「金谷の

た よさ」に触れることができました。

特

色 地域に開か 週１回以上の学校の教育活動の発週１回以上の学校の教育活動の発週１回以上の学校の教育活動の発週１回以上の学校の教育活動の発 ホームページの更新は大変ホームページの更新は大変ホームページの更新は大変ホームページの更新は大変

あ れた教育活動 信（通信・WEB・投稿等）信（通信・WEB・投稿等）信（通信・WEB・投稿等）信（通信・WEB・投稿等） だと思うが、今後も積極的にだと思うが、今後も積極的にだと思うが、今後も積極的にだと思うが、今後も積極的に

る を推進し、情 学校通信「金谷小便り」、各学級 発信してほしい。発信してほしい。発信してほしい。発信してほしい。

学 報を発信する の学級通信等をとおして、児童や学

校 学校 校の様子を保護者や地域の方に知っ

づ ていただくことに努めてきました。 3.5 4.03.5 4.03.5 4.03.5 4.0

く また「金谷小ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ」においても

り 写真とともに週１回程度の更新を行

いました。また、児童の作品を積極

的に各種コンクールに出展し、多く

の入賞者を出すことができました。

評価スケール ４：期待以上 ３：ほぼ期待どおり ２：やや期待を下回る １：改善を要する

○ 上記のスケールで自己評価を実施しました。

総評

・・・・ 本年度の目標については、おおむね達成されていると思われる。次年度の課題として、学本年度の目標については、おおむね達成されていると思われる。次年度の課題として、学本年度の目標については、おおむね達成されていると思われる。次年度の課題として、学本年度の目標については、おおむね達成されていると思われる。次年度の課題として、学

力の向上と地域の人へのあいさつの励行をお願いしたい。力の向上と地域の人へのあいさつの励行をお願いしたい。力の向上と地域の人へのあいさつの励行をお願いしたい。力の向上と地域の人へのあいさつの励行をお願いしたい。

・・・・ 学校、地域、スポーツ少年団等で、子どもたちはたくましく成長している。今後も子ども学校、地域、スポーツ少年団等で、子どもたちはたくましく成長している。今後も子ども学校、地域、スポーツ少年団等で、子どもたちはたくましく成長している。今後も子ども学校、地域、スポーツ少年団等で、子どもたちはたくましく成長している。今後も子ども

たちのさらなる成長のために指導、手助けをお願いしたい。たちのさらなる成長のために指導、手助けをお願いしたい。たちのさらなる成長のために指導、手助けをお願いしたい。たちのさらなる成長のために指導、手助けをお願いしたい。
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総括

年度当初に設定した「学校経営の努力事項」に沿って、各学期に実施した児童、保護者、職

員の自己評価等を参考に学校評価を行い、以上のような成果や課題を明らかにすることができ

た。これらをもとに、次年度も新たな目標、評価項目の設定を行うとともに、特に本校として

は「学力向上」「学力向上」「学力向上」「学力向上」と「コミュニケーション能力の向上「コミュニケーション能力の向上「コミュニケーション能力の向上「コミュニケーション能力の向上」」」」、そして、そして、そして、そして教育課程特例校としての指定を

受けた「海洋教育への取組」「海洋教育への取組」「海洋教育への取組」「海洋教育への取組」を充実させていきたい。


